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超
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表面被

来品よ

優れた

橋梁補

比較対

○表

スケル

超薄

概要】

被覆

より機

た機能

補修の

対象と

表面被

ルト

薄膜

 

覆工

機能

能が発

の設計

とする

被覆と

トン

膜ス

とは

が優

発揮で

計段階

る。

とコン

ン防

ケ

はく

優る「

できる

階にお

ンクリ

災コ

ル

落防

「やま

る工事

おいて

リー

コー

トン

防止

まぐち

事現場

て、

ト片等

ーテ

ンは

止工の

ち発新

場】

以下

等のは

ティ

はく

の橋

新製品

下の条

はく

ング

く落

橋梁補

品」 

条件に

落防

グの

落防

補修

に合致

防止の

の特

防災

修工法

致する

の対策

特徴

災コ

法 

る場合

策が必
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ー

合、工

必要と

テ

工法検

となる

ィン

検討

る場合

ング

討の
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【超

【モ

従

方法

を完

範囲

 

コー

によ

しま

の発

す。

ま

関に

H26 年

事

超薄膜

デル

【製

従来の

法とし

完全に

の表

「スケ

ティ

より、

ました

発生し

 

また、

による厳

年度 福

膜ス

ル事

製造者

表面保

て施工

覆い隠

面保護

ケルト

ング材

0.2m

。これ

た箇所

表面保

厳しい

福浦港金

スケ

事業

者】

保護技

工の最

隠す状

護を撤

トン防

材)」

mm の

れによ

所をピ

保護工

い試験

比羅線 

ケル

業実

 ㈱

技術は

最終工

状態と

撤去し

防災コ

を優れ

のクラ

より施

ピンポ

工法に

験でそ

橋梁補

トン

績】

㈱エ

は、紫

工程に

となり

しなけ

コーテ

れた強

ラック

施工後

ポイン

に必要

その性

補修工

ンは

】 

エム

紫外線

に色付

り、コ

ければ

ティン

強度を

クや躯

後も躯

ントで

要な強

性能が

はく

ムビ

線にあ

付き塗

コンク

ば異常

グ」

を有す

躯体表

躯体の

で発見

強度・

が実証

落

ビー

あまり

塗料を

クリー

常範囲

は、基

する

表面の

の表面

見でき

・耐久

証され

防災

ーエ

り強く

を施工

ート等

囲の特

基材で

「ガラ

の変状

面を目

きるこ

久性と

れてい

災コ

エス

ない

工しま

等の躯

定がで

である

ラス連

状が目

目視で

ことで

と、は

ます。

Ｈ26

コー

ス・

塗料

ます。

躯体自

できま

る「Ｍ

連続繊

視確

で確認

で小範

はく落

。 

6 年度

ーテ

新

を使用

そのた

体に異

ません

ＭＢＳ

繊維シ

認でき

する

囲での

防止性

国道 4

ィン

光

用して

ため、

異常を

ん。

Ｓクリ

ート」

きるほ

ことが

の再補

性能に

437 号橋

ング

産業

ており

、コン

をきた

リアガ

」に含

ほどの

が可能

補修が

におい

橋梁補修

グの

業㈱

り、そ

ンクリ

たした

ガード

含浸さ

の透明

能とな

が可能

いても

修工事

概要

㈱

それを

リート

た場合

ド(透明

させる

明度を

なり、

能にな

も第三

要】
を補う

ト表面

合、広

明特殊

ること

を実現

変状

なりま

三者機

 
う

面

広

殊

と

現

状

ま

機


